
Ｃ
Ｓ
Ｒ
日
本
力
｜
未
踏
に
挑
む
｜

本業と一体化攻めに転換
　
Ｃ
Ｓ
Ｒ

企
業
の
社
会
的
責
任

経
営
に
新
た
な
潮
流
が
押
し
寄
せ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
は
法
令
順
守
や
環
境
保
全
な
ど
の
守
り
だ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
本
業
に

よ
る
社
会
課
題
の
解
決
や
積
極
的
な
情
報
開
示
な
ど
攻
め
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
へ
の
転
換
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
投
資
家
も
企
業
の
社
会
的
価
値
に
着
目
し
、
中
・
長
期
的
に
成

長
で
き
る
企
業
か
ど
う
か
を
見
極
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

住
友
重
機
械
工
業

富
士
フ
イ
ル
ム
Ｈ
Ｄ

東
芝
機
械

川
崎
重
工
業

事例
本業と社会貢献の一体化に関連するＣＳＲ用語
コーポレートガバナンス・コード
株主の権利、取締役会の役割、役員報酬など上場企業が守る
べき行動規範を網羅。 年に閣議決定された「『日本再興戦
略』改定 」に基づいて金融庁と東証が策定を進めた。成
長戦略の一つとなっている。３月５日に原案が公表され、６
月から導入が予定されている

スチュワードシップ・コード
英国で 年に策定された機関投資家向けの行動規範。投資先
企業に持続的成長を促す役割を機関投資家に求めている。
年に日本版が作られ、７つの原則が示された。 以上の機関
がコードに署名している

統合報告書
企業が発行する財務、ＣＳＲ、環境の各報告書の内容を１冊
にまとめた。単純な合本ではなく、事業戦略とＣＳＲ・環境
貢献の一体化を求める。本業で社会課題を解決する企業価
値、中・長期的に成長できるビジネスストーリーを描く。機
関投資家が投資判断の材料とするようになっており、日本で
も 社前後が発行するようになった

ガ
バ
ナ
ン
ス
情
報
重
視

（ ） 　　 （第２部） ２０１５年 平成２７年 ３月３１日 火曜日 　　

４
分
野

項
目

社
会
課
題
抽
出

　
富
士
フ
イ
ル
ム
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
は
社
会
課
題
の
解

決
を
経
営
目
標
と
し
て
明
確

化
し
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
計
画
を

年

５
月
に
策
定
し
た
。
環
境
、

健
康
、
生
活
、
働
き
方
の
４

分
野
か
ら

項
目
を
社
会
課

題
と
し
て
抽
出
し
、
自
社
の

技
術
や
製
品
で
解
決
へ
の
貢

献
を
目
指
す
と
宣
言
。
新
興

国
の
医
師
が
操
作
し
や
す
い

診
断
機
器
や
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
業
務
の
効
率

化
支
援
な
ど
の
既
存
製
品
に

よ
る
貢
献
の
ほ
か
、
水
汚
染

の
抑
制
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
創
出

な
ど
の
新
規
分
野
も

項
目

に
含
ま
れ
る
。
法
令
順
守
の

Ｃ
Ｓ
Ｒ
か
ら
脱
却
し
、
本
業

で
の
社
会
貢
献
を
目
指
す
姿

勢
を
示
し
た
。

テ
ー
マ
を
定
め

年
度
別
に
行
動

　
東
芝
機
械
は
「
お
客
様
と

の
か
か
わ
り
」
「
調
達
・
取

引
先
と
の
か
か
わ
り
」
「
株

主
・
投
資
家
と
の
か
か
わ

り
」
「
従
業
員
と
の
か
か
わ

り
」
な
ど
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
別
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
取
り
組
み

テ
ー
マ
を
定
め
、
年
度
別
に

具
体
的
な
行
動
項
目
を
決
め

て
い
る
。
「
お
客
様
と
の
か

か
わ
り
」
で
は
技
術
、
品
質

・
安
全
、
サ
ー
ビ
ス
を
取
り

組
み
テ
ー
マ
と
し
て
お
り
、

本
業
と
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
の
一
体
化

を
進
め
て
い
る
。

年
度
は

現
地
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
仕
様

を
強
化
し
、
顧
客
と
の
距
離

を
縮
め
る
こ
と
で
地
域
に
根

ざ
し
た
販
売
を
目
指
す
「
Ｗ

Ｔ
Ｐ
商
品
」
の
拡
大
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

ア
ジ
ア
の
発
電

貢
献
策
を
明
示

　
川
崎
重
工
業
は
環
境
、
Ｃ

Ｓ
Ｒ
、
財
務
の
各
報
告
書
を

一
つ
に
ま
と
め
た
統
合
報
告

書
「
カ
ワ
サ
キ
リ
ポ
ー
ト
」

を
発
刊
し
て
い
る
。
統
合
報

告
書
は
Ｅ
Ｓ
Ｇ
情
報
を
開
示

す
る
一
つ
の
ツ
ー
ル
だ
。

　
統
合
報
告
書
で
は
ア
ジ
ア

の
電
力
不
足
と
い
う
社
会
課

題
に
対
し
、
発
電
用
ガ
ス
エ

ン
ジ
ン
の
供
給
で
解
決
に
貢

献
に
で
き
る
と
し
て
い
る
。

製
品
を
通
じ
た
社
会
課
題
解

決
は
本
業
に
よ
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
そ

の
も
の
だ
。
経
済
成
長
に
伴

い
今
後
も
慢
性
的
な
電
力
不

足
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
や
、

天
然
ガ
ス
の
埋
蔵
量
が
豊
富

な
こ
と
も
付
け
加
え
て
お

り
、
中
・
長
期
的
な
成
長
戦

略
が
描
か
れ
て
い
る
。

Ｃ
Ｏ
２

削
減

貢
献
量
に
注
目

　
住
友
重
機
械
工
業
は
第
４

次
環
境
中
期
計
画

―

年
度

か
ら
「
製
品
使
用
時

の
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

削
減
貢
献
量
」
に
力
を
入
れ

て
い
る
。
同
機
種
の
旧
製
品

年
製

と
新
製
品
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
な
ど
を
比
較

し
、
製
品
使
用
に
よ
っ
て
発

生
す
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
差

を
計
算
し
、
新
製
品
へ
の
置

き
換
え
に
よ
っ
て
想
定
さ
れ

る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
貢
献
量
を
算

出
す
る
。
省
エ
ネ
性
の
高
い

製
品
の
供
給
に
よ
り
、
事
業

拡
大
と
環
境
貢
献
を
両
立
で

き
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

も
本
業
と
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
の
一
体

化
だ
。
中
期
計
画
中
に
２
７

５
万

の
削
減
貢
献
を
目
指

し
て
い
る
。

理
由
説
明
も
必
要

　
東
京
証
券
取
引
所
は
２
０

１
５
年
６
月
か
ら
の
「
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ

ー
ド
」
運
用
の
準
備
を
進
め

て
い
る
。
コ
ー
ド
は
１
部
、

２
部
の
上
場
企
業
に
社
外
取

締
役
を
２
人
以
上
置
き
、
グ

ロ
ー
バ
ル
展
開
す
る
大
企
業

に
は
自
主
的
に
３
分
の
１
を

社
外
取
締
役
に
す
る
よ
う
に

促
す
。法
的
拘
束
力
は
な
い

が
、採
用
し
な
い
企
業
に
は

理
由
の
説
明
を
求
め
る
。

　
社
外
取
締
役
数
ば
か
り
が

注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
コ
ー

ド
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
直
結
す
る
。

金
融
庁
が
ま
と
め
た
コ
ー
ド

原
案
に
も
「
企
業
の
持
続
的

な
成
長
と
中
長
期
的
な
企
業

価
値
向
上
の
た
め
に
」
と
の

副
題
が
あ
る
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
ク
レ
ア
ン

東
京
都
港
区

の
後
藤
英

樹
氏
は
「
ガ
バ
ナ
ン
ス

企

業
統
治

の
考
え
方
を
知
る

機
会
で
あ
り
、
Ｉ
Ｒ
の
世
界

で
は
ホ
ッ
ト
な
話
題
だ
」
と

し
て
い
る
。

　
社
外
取
締
役
２
人
設
置
は

取
締
役
会
の
独
立
性
や
透
明

性
の
確
保
が
狙
い
だ
が
、
コ

ー
ド
は
そ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体

制
を
採
用
し
た
理
由
の
説
明

も
企
業
に
求
め
る
。
取
締
役

に
親
会
社
出
身
者
が
い
る
理

由
や
、
株
式
の
持
ち
合
い
の

理
由
も
説
明
が
必
要
と
な
り

そ
う
だ
。現
在
、多
く
の
企
業

が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
組
織
図

を
掲
載
し
、コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告
書
で
理
由

も
開
示
し
て
い
る
が
、
形
式

的
な
も
の
も
少
な
く
な
い
。

取
締
役
会
が
機
能
不
全
に
陥

っ
て
い
る
と
企
業
の
成
長
は

お
ぼ
つ
か
な
い
。
欧
米
で
は

ガ
バ
ナ
ン
ス
情
報
を
重
視
す

る
投
資
家
が
増
え
て
い
る
。

コ
ー
ド
は
こ
う
し
た
欧
米
の

考
え
方
を
採
り
入
れ
た
。

成
長
の
判
断
材
料

　
ガ
バ
ナ
ン
ス
情
報
は
「
Ｅ

Ｓ
Ｇ

環
境
・
社
会
・
ガ
バ

ナ
ン
ス

情
報
」
と
呼
ば
れ

る
非
財
務
情
報
の
一
つ
。
こ

れ
ま
で
決
算
書
な
ど
の
財
務

情
報
に
関
心
が
集
ま
っ
て
い

た
が
、
短
期
利
益
ば
か
り
追

求
し
て
経
営
に
行
き
詰
ま
る

企
業
も
あ
る
。
投
資
家
も
持

続
的
に
成
長
で
き
る
企
業
で

あ
れ
ば
安
心
し
て
投
資
で
き

る
。

　
中
・
長
期
的
に
成
長
で
き

る
企
業
か
ど
う
か
を
見
極
め

る
判
断
材
料
が
Ｅ
Ｓ
Ｇ
情
報

だ
。
経
営
者
も
株
式
を
長
期

保
有
す
る
投
資
家
が
増
え
れ

ば
、
短
期
の
業
績
に
と
ら
わ

れ
な
い
経
営
が
で
き
る
。

　
そ
こ
で
重
要
と
な
る
の
は

企
業
が
開
示
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
情

報
の
内
容
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
情
報
は

Ｃ
Ｓ
Ｒ
情
報
と
言
い
換
え
ら

れ
る
が
、
社
会
貢
献
活
動
へ

の
寄
付
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
実
績
の
報
告
に
と
ど
ま
っ

て
い
た
ら
中
・
長
期
的
に
成

長
す
る
企
業
と
は
認
め
ら
れ

な
い
。
問
わ
れ
る
の
は
本
業

で
の
社
会
貢
献
だ
。

社
会
課
題
解
決
を

　
世
界
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

資
源
な
ど
の
環
境
問
題
、
食

糧
や
水
資
源
の
不
足
、
途
上

国
の
貧
困
問
題
と
、
社
会
課

題
が
山
積
し
て
い
る
。
日
本

で
は
少
子
高
齢
化
、
東
日
本

大
震
災
の
復
興
、
地
方
活
性

化
と
い
っ
た
中
・
長
期
的
な

社
会
課
題
が
あ
る
。
企
業
は

本
業
で
こ
う
し
た
社
会
課
題

を
解
決
す
る
こ
と
が
社
会
貢

献
と
の
認
識
が
強
ま
っ
て
い

る
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
経
営
を
一
体

化
し
、
利
益
を
生
む
こ
と
も

求
め
ら
れ
る
。

　
社
会
課
題
解
決
は
企
業
の

社
会
的
価
値
で
あ
り
、
投
資

家
が
中
・
長
期
に
成
長
で
き

る
企
業
と
判
断
す
る
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
。
ク
レ
ア
ン
の
冨

田
洋
史
氏
は
「
社
会
課
題
に

目
を
向
け
る
と
、自
然
と
中

長
期
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
描
け
る
。
自
社
の
事
業
が

ど
の
社
会
課
題
に
関
連
す
る

の
か
、
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ト

ー
リ
ー
を
明
確
に
表
現
す
る

必
要
が
あ
る
と
強
調
す
る
。


